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■申込・問い合わせ
　米子がいな祭企画実行本部
　〒 683-0822　中町20　市役所旧庁舎４階
　☎２２－００１８　FAX２２－００１７
　「米子がいな祭ホームページ」
　http://gainamatsuri.com/

８月２日㈯・３日㈰ 開催

汗　

熱　

笑
顔
で
35
年

燃
え
る
祭
魂　

今
こ
こ
に

８月２日（土）
ふれ太鼓
オープニングパレード
オープニングセレモニー
やんちゃYOSAKOI 2008
文化ホール前ふれあい広場
米子がいな太鼓
米子がいな万灯

８月３日（日）
米子がいな太鼓
米子がいな万灯妙技会
ちびっこ広場
やんちゃYOSAKOI 2008
文化ホール前ふれあい広場
大花火大会

◆交通規制にご注意ください
８月２日、３日は交通規制を実施します。米子駅
前通りを通過する各路線バス・だんだんバスの経
路が変更となりますのでご注意ください。
◆だんだんバスが無料に
８月２日、３日はだんだんバスが無料運行されま
す。便利なだんだんバスをご利用ください。だん
だんバス以外の路線バス、どんぐりバスは無料と
なりませんのでご注意ください。
運行時間…米子駅発午前８時50分～午後６時
　　　　　（25分間隔）

駅前通り、文化ホール前広場、える・もーる商店街、本通り商店街、元
町サンロード、だんだん広場。街中を祭ムードで盛り上げます。

ボランティア大募集！
各催し・花火会場の警備など、一
緒に米子がいな祭を支えてくれる
ボランティアスタッフを募集中。
お友達同士やご家族など、グルー
プでもお申し込みできます。
応募資格　15歳以上（高校生以上）
なお、18歳未満の方は、正午から
午後６時までの参加で、保護者の
同意書が必要です。
◆募集人数　100人
◆募集締切　10日（木）
くわしくは、企画実行本部まで

伯耆うまいもん市
伯耆の特産品を中心に地元の味を満喫して楽しんでいただきます。伯耆の特産品を中心に地元の味を満喫していただきます。



第28回
全日本トライアスロン皆生大会
　７月20日（日）

午前７時スタート！
　スイム３キロ、バイク 145キロ、ラン 42.195キ

ロの過酷なレースに、全国から 800人の精鋭たちが

挑みます。

　午前７時、号砲ととも

に皆生海岸からスター

ト。ジェットコースター

のようなバイクコース。

　ランでは、水木しげる

ロード周辺を駆け抜け、最終ゴール東山陸上競技場

を目指します。

　大会は、約 3,000

人のボランティア

の皆さんによって

支えられ、選手た

ちは、沿道の大き

な声援に勇気づけ

られながらひたむきにゴールに向かいます。

　多くの市民の皆さんの

あたたかいご声援をお願

いします。

■問い合わせ
皆生トライアスロン協会
（☎３４－２８１９)

皆生海水浴場開設
７月12日（土）～８月24日（日）

　ライフセーバーが常駐し、海の家・シャワー・ト
イレも設備された快適な海水浴場です。
●危険防止のため、監視員の指示に従って楽しく泳
　ぎましょう。
●駐車場は、周辺有料駐車場をご利用ください。
●路上駐車はやめましょう。
■問い合わせ
　皆生温泉旅館組合
　（☎３４－２８８８）

祭のフィナーレを飾る大花
火大会。
第35回という節目を迎える
祭にふさわしい内容の花火
を打ち上げます。
市内各所で祭募金も実施し
ています。皆さんのご協力
をお願いします。昨年好評
だった招待観覧席を今年は
200スペースに拡大設置いた
します。

大花火大会では、車いす専用の「心のやさしさスペース」を設け
ます。ご希望の方は、事前申込みが必要です。車いすが必要な方
とそのご家族、各施設単位でお申し込みください。
◆応募資格　身体障害者手帳をお持ちの方、または介護保険の認
定を受けている方で、日常生活で主に車椅子で生活されている方
◆募集定員　50組（普通車50台分の通行許可証を発行いたします）
◆応募方法　郵便はがきで、氏名（ご本人と同伴される方全員）、
住所、年齢、電話番号を明記の上、18日（金）（当日必着）まで
にご応募ください。申込み多数の場合は抽選とさせていただきま
す。
※当日は混雑します。入場から退場まで３～４時間かかると予想
されますので、著しく体調の悪い方のご応募はご遠慮ください。
くわしくは、企画実行本部まで

やんちゃパレード・ステージ
今年のやんちゃ YOSAKOI は２日間にわたって繰り広げられま
す。
「踊り」ならジャンルはなんでもＯＫ・・・！
民謡やよさこい系、フラダンスにヒップホップにチアダンス・・・。
駅前通り、文化ホール前広場、える・もーる商店街、本通り商店街、
元町サンロードに加え、だんだん広場、大花火大会の直前は米子
港・湊山特設ステージでもご覧いただけます。



所
得
変
動
に
よ
る
減
額
措
置

申
告
期
間　

平
成
20
年
７
月
１
日
～
31
日

　

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
平
成
19
年
度
か
ら
住
民
税
が
増
額

に
な
っ
た
一
方
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税
が
減

額
と
な
り
、
合
計
の
税
負
担
額
は
基
本
的
に
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
退
職
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
19
年

分
の
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
る
と
、
19
年

度
分
の
住
民
税
が
増
加
し
た
分
を
所
得
税
で
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
税
負
担
が
増

加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
に

つ
い
て
は
、
19
年
度
分
の
住
民
税
を
税
源
移
譲

前
の
税
率
で
計
算
し
、
減
額
と
な
る
部
分
を
申

告
に
よ
り
還
付
さ
れ
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

■
減
額
の
対
象
と
な
る
方

平
成
18
年
分
の
所
得
税
は
課
税
さ
れ
た
が
、
平

成
19
年
分
の
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方
で
以

下
の
両
方
の
条
件
を
満
た
す
方

○
平
成
19
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
金
額
（
申

告
分
離
課
税
所
得
※
を
除
く
）
が
、
所
得
税
と

の
人
的
控
除
の
差
額
の
合
計
よ
り
大
き
い
方

○
平
成
20
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
金
額
（
申

告
分
離
課
税
所
得
※
を
含
む
）
が
、
所
得
税
と

の
人
的
控
除
の
差
額
の
合
計
以
下
の
方

※
不
動
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
、
株
式
等
の
譲

渡
に
よ
る
所
得
な
ど
で
す

「
住
民
税
と
所
得
税
の
人
的
控
除
額
の
差
」
に

つ
い
て
は
、「
広
報
よ
な
ご
６
月
号
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。「
広
報
よ
な
ご
６
月
号
」
は
「
米

子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

■
減
額
と
な
る
金
額

平
成
19
年
度
の
住
民
税
に
つ
い
て
、
次
の
⑴
か

ら
⑵
を
差
し
引
い
た
額
を
減
額
し
ま
す
。

⑴
税
源
移
譲
後
（
平
成
19
年
度
）
の
税
率
を
適

用
し
て
計
算
し
た
税
額
（
調
整
控
除
後
）

⑵
税
源
移
譲
前
（
平
成
18
年
度
）
の
税
率
を
適

用
し
て
計
算
し
た
税
額

■
申
告
が
必
要
で
す

　

所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税
の
還
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、
平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
７
月
31

日
ま
で
に
、
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

所
在
地
の
市
区
町
村
に
「
市
県
民
税
減
額
申
告

書
」
の
提
出
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。（
申

告
書
は
市
役
所
課
税
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
既
に
住
民
税
の
申
告
、
確
定
申
告
を

さ
れ
た
方
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
除
く
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
、
給
与
収
入
の
あ

る
方
（
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

が
あ
っ
た
方
）
を
除
く
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
分
の
住
民
税
の
申
告
書
の
提
出
が
併
せ
て

必
要
で
す
。

　

な
お
、
米
子
市
で
は
、
平
成
19
年
度
課
税
所

得
金
額
の
デ
ー
タ
と
平
成
20
年
度
の
課
税
所
得

金
額
の
デ
ー
タ
を
照
合
し
、
該
当
に
な
る
と
思

わ
れ
る
方
に
対
し
、
６
月
下
旬
に
申
告
書
等
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
（
平
成
19
年
度
住
民
税
納
付
先
が
米
子
市
で

な
い
方
は
、
納
付
先
市
区
町
村
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ

課
税
課
市
民
税
係
（
☎
23
―
５
１
１
４
）

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

こ
の
制
度
は
還
付
が
生
じ
る
手
続
に
な
り
ま
す

が
、
米
子
市
で
は
還
付
手
続
の
際
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
還
付
の
た
め
に
事
前

に
振
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
還
付
が
あ
る
場
合
は
、
文
書
で
お
知
ら
せ

を
し
て
お
り
、
突
然
訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
や
し
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
市

役
所
課
税
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を
応
援
し

た
い
」
と
い
う
方
が
、
ふ
る
さ
と
の
自
治

体
に
寄
附
を
し
た
場
合
に
、個
人
住
民
税
・

所
得
税
が
一
定
額
ま
で
控
除
さ
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
金
は
、

ふ
る
さ
と
米
子
の
未
来
に
向
け
て
、「
が

い
な
」
発
展
を
目
指
す
た
め
に
、「
が
い

な
よ
な
ご
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、
５

つ
の
中
か
ら
寄
附
者
が
指
定
さ
れ
た
使
途

に
沿
っ
て
、
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
ど
な
た
で
も
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
市
民
で
も
可
）
が
、

制
度
の
趣
旨
か
ら
は
、
米
子
市
出
身
で
、

現
在
は
市
外
に
居
住
し
て
お
ら
れ
る
方
が

主
た
る
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
お
知
り
合
い
の
方
々
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
行
政
経
営
課
（
☎
23
―

５
３
０
６
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



所
得
変
動
に
よ
る
減
額
措
置

申
告
期
間　

平
成
20
年
７
月
１
日
～
31
日

　

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
平
成
19
年
度
か
ら
住
民
税
が
増
額

に
な
っ
た
一
方
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税
が
減

額
と
な
り
、
合
計
の
税
負
担
額
は
基
本
的
に
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
退
職
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
19
年

分
の
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
る
と
、
19
年

度
分
の
住
民
税
が
増
加
し
た
分
を
所
得
税
で
調

整
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
税
負
担
が
増

加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
に

つ
い
て
は
、
19
年
度
分
の
住
民
税
を
税
源
移
譲

前
の
税
率
で
計
算
し
、
減
額
と
な
る
部
分
を
申

告
に
よ
り
還
付
さ
れ
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

■
減
額
の
対
象
と
な
る
方

平
成
18
年
分
の
所
得
税
は
課
税
さ
れ
た
が
、
平

成
19
年
分
の
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方
で
以

下
の
両
方
の
条
件
を
満
た
す
方

○
平
成
19
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
金
額
（
申

告
分
離
課
税
所
得
※
を
除
く
）
が
、
所
得
税
と

の
人
的
控
除
の
差
額
の
合
計
よ
り
大
き
い
方

○
平
成
20
年
度
の
住
民
税
課
税
所
得
金
額
（
申

告
分
離
課
税
所
得
※
を
含
む
）
が
、
所
得
税
と

の
人
的
控
除
の
差
額
の
合
計
以
下
の
方

※
不
動
産
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
、
株
式
等
の
譲

渡
に
よ
る
所
得
な
ど
で
す

「
住
民
税
と
所
得
税
の
人
的
控
除
額
の
差
」
に

つ
い
て
は
、「
広
報
よ
な
ご
６
月
号
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。「
広
報
よ
な
ご
６
月
号
」
は
「
米

子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

■
減
額
と
な
る
金
額

平
成
19
年
度
の
住
民
税
に
つ
い
て
、
次
の
⑴
か

ら
⑵
を
差
し
引
い
た
額
を
減
額
し
ま
す
。

⑴
税
源
移
譲
後
（
平
成
19
年
度
）
の
税
率
を
適

用
し
て
計
算
し
た
税
額
（
調
整
控
除
後
）

⑵
税
源
移
譲
前
（
平
成
18
年
度
）
の
税
率
を
適

用
し
て
計
算
し
た
税
額

■
申
告
が
必
要
で
す

　

所
得
変
動
に
伴
う
住
民
税
の
還
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、
平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
７
月
31

日
ま
で
に
、
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

所
在
地
の
市
区
町
村
に
「
市
県
民
税
減
額
申
告

書
」
の
提
出
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。（
申

告
書
は
市
役
所
課
税
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
既
に
住
民
税
の
申
告
、
確
定
申
告
を

さ
れ
た
方
、
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
を
除
く
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
、
給
与
収
入
の
あ

る
方
（
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

が
あ
っ
た
方
）
を
除
く
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
分
の
住
民
税
の
申
告
書
の
提
出
が
併
せ
て

必
要
で
す
。

　

な
お
、
米
子
市
で
は
、
平
成
19
年
度
課
税
所

得
金
額
の
デ
ー
タ
と
平
成
20
年
度
の
課
税
所
得

金
額
の
デ
ー
タ
を
照
合
し
、
該
当
に
な
る
と
思

わ
れ
る
方
に
対
し
、
６
月
下
旬
に
申
告
書
等
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
（
平
成
19
年
度
住
民
税
納
付
先
が
米
子
市
で

な
い
方
は
、
納
付
先
市
区
町
村
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ

課
税
課
市
民
税
係
（
☎
23
―
５
１
１
４
）

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

こ
の
制
度
は
還
付
が
生
じ
る
手
続
に
な
り
ま
す

が
、
米
子
市
で
は
還
付
手
続
の
際
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
還
付
の
た
め
に
事
前

に
振
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
還
付
が
あ
る
場
合
は
、
文
書
で
お
知
ら
せ

を
し
て
お
り
、
突
然
訪
問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
や
し
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
市

役
所
課
税
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
あ
ら
ま
し

一
般
的
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
に
直
接
納
税
す

る
の
で
は
な
く
、
ふ
る
さ
と
の
自
治
体
に

寄
附
を
し
た
場
合
に
、
そ
の
一
部
が
個
人

住
民
税
・
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
（
＝

税
金
が
安
く
な
る
）
制
度
で
、
結
果
と
し

て
、
そ
の
控
除
さ
れ
た
部
分
を
ふ
る
さ
と

に
納
税
し
た
の
と
同
じ
効
果
が
生
じ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

所
得
税
・
個
人
住
民
税
か
ら
の

寄
附
金
控
除
に
つ
い
て

■
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
年
間

５
０
０
０
円
を
超
え
る
寄
附
を
し
た
場

合
、
そ
の
う
ち
の
５
０
０
０
円
を
超
え

る
部
分
が
控
除
対
象
額
と
な
り
ま
す
。

（
例
：
寄
附
金
額
３
万
円
で
あ
れ
ば
、

２
万
５
０
０
０
円
が
控
除
対
象
額
）

※
制
度
上
、
最
低
５
０
０
０
円
の
自
己
負

担
額
（
寄
附
金
額
と
と
安
く
な
る
税
額
と

の
差
）
は
生
じ
ま
す
。

■
一
定
の
限
度
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
控
除

対
象
額
の
全
額
が「
そ
の
年
分
の
所
得
税
」

と
「
翌
年
度
分
の
個
人
住
民
税
」
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
実
質
の
自
己
負
担
額

５
０
０
０
円
で
、
そ
れ
以
上
の
寄
附
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
確
定
申
告
の
際
、
寄
附
を
し
た
年
分
の

所
得
税
か
ら
一
定
金
額
が
控
除
さ
れ
ま

す
。

【
所
得
税
か
ら
の
控
除
額
】･･･

（
寄
附
金
額
―マ

イ
ナ
ス５

０
０
０
円
）
× 

寄
附
者

の
所
得
税
の
限
界
税
率

（
限
界
税
率
と
は
、
そ
の

方
に
課
さ
れ
る
所
得
税
の

最
も
大
き
な
税
率
で
、
所

得
に
応
じ
て
だ
ん
だ
ん
高

く
な
り
ま
す
。）

②
寄
附
の
翌
年
度
（
確
定

申
告
後
の
６
月
賦
課
分
）

に
お
け
る
住
所
地
の
個
人

住
民
税
か
ら
、
一
定
金
額

が
控
除
さ
れ
ま
す
。

【
住
民
税
基
本
控
除
額
】･･･

（
寄
附
金
額
―マ

イ
ナ
ス５
０
０
０

円
）
×
10
％

【
住
民
税
特
例
控
除
額
】･･･

（
寄
附
金
額
―マ

イ
ナ
ス５

０
０
０

円
）
×
（
90
％
―

マ
イ
ナ
ス

寄
附
者
の
所
得
税
の

限
界
税
率
）

■
住
民
税
特
例
控
除
額
は
、
個
人
住
民
税

所
得
割
額
の
１
割
が
限
度
額
で
す
。
寄
附

者
の
所
得
や
控
除
に
よ
っ
て
具
体
的
な
限

度
額
は
異
な
り
ま
す
が
、
目
安
と
し
て

は
、
寄
附
金
額
が
「
住
民
税
の
１
割
＋

５
０
０
０
円
」
程
度
で
あ
れ
ば
、
限
度
額

に
掛
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
例
：

今
年
度
の
住
民
税
が
25
万
円
で
、
今
年
の

所
得
が
昨
年
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
す

れ
ば
、
概
ね
３
万
円
程
度
の
寄
附
金
額
で

あ
れ
ば
、
自
己
負
担
額
が
５
０
０
０
円
で

済
む
満
額
の
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。）

寄附をされた方には、米子市から、お礼状と寄附金受領証明
書のほか、次の記念品をお贈りします。

▼ヨネギーズ携帯ストラップ１個
　（人気の非売品。寄附金 5,000円以上の場合に
　　限らせていただきます。） 

▼淀江ゆめ温泉入浴券・伯耆古代の丘公園入場券 各２枚
　（寄附金 5,000円以上の場合に限らせていただきます。） 

▼米子市内今昔風景の絵はがき８枚セット
　（寄附の案内の際にお贈りする場合もあります。） 

▼米子市市勢要覧（合併後に作成したもの）



　

先
日
、
他
県
の
女
子
高
校
生
が

下
校
途
中
に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う

痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

全
国
的
に
も
児
童
・
生
徒
が
被
害

者
と
な
る
事
件
や
事
故
が
多
発
し
、

未
解
決
の
事
件
も
数
多
く
あ
り
ま

す
。
こ
の
鳥
取
県
で
も
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
米
子
市
で

も
多
く
の
不
審
者
情
報
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
路
上
で

声
を
か
け
ら
れ
追
い
か
け
ら
れ
る

と
い
っ
た
、
一
つ
間
違
え
ば
、
重

大
事
件
に
な
り
う
る
よ
う
な
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
放
課
後
を
中
心
に
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
少
年
指
導
委
員
の
方
々

の
協
力
に
よ
り
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
部
の
方
々
の
取
組
だ
け
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
を
守
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
こ
そ
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
を

結
集
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
た
め
に
は

地
域
社
会
の
協
力
が
必
要
で
す

　

子
ど
も
た
ち
は
、
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
る
と
温
か
さ
を
感
じ
、
自
分

が
地
域
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自

覚
し
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
た
ち
に
「
お
は
よ
う
」「
お

か
え
り
」
な
ど
、
や
さ
し
く
声
を
か

け
、
顔
見
知
り
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

◆
良
い
行
な
い
を
し
た
時
は
、
た
め

ら
わ
ず
褒
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
危
険
な
遊
び
や
ル
ー
ル
違
反
に

は
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
せ
ず
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◆
沈
ん
だ
顔
や

寂
し
そ
う
な
表

情
を
見
逃
さ

ず
、「
ど
う
し

た
の
？
」
と

や
さ
し
く
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
活
動

で
き
る
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
っ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

少
年
指
導
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た

　

米
子
市
で
は
、
各
地
区
の
青
少
年

団
体
、
小
中
高
等
学
校
の
教
員
等
221

名
の
方
々
に
少
年
指
導
委
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
、
５
月
30
日
に
委
嘱
状

の
交
付
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

少
年
指
導
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
子
ど
も
に
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
昼
間
や
夜

間
に
街
頭
に
出
て
補
導
活
動
を
し
て

い
た
だ
き
、
青
少
年
の
非
行
防
止
や

地
域
で
の
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環

境
の
浄
化
な
ど
に
大
変
な
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
少
年
指
導
委
員
の
皆
さ
ん
の

こ
と
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
る
「
地
域
の
お
じ
さ

ん
・
お
ば
さ
ん
」
が
お
ら
れ
る
こ
と

を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
一
部
の
大
人
の
努
力
だ

け
で
は
青
少
年
の
問
題
は
簡
単
に
解

決
さ
れ
な
い
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
の
方
々

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
皆
さ

ん
も
一
人
ひ
と
り
が
、「
地
域
の
お

じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
」
と
し
て
子
ど

も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
少
年
非

行
の
未
然
防
止
と
青
少
年
健
全
育
成

を
目
的
と
し
て
、
市
役
所
第
２
庁
舎

３
階
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、２
名
の
専
任
指
導
員
が
、

街
頭
補
導
活
動
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
に
よ
る
巡
回
、
青
少
年
に
有

害
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
調
査
、
冊

子
・
チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
る
広
報
啓
発

活
動
、
少
年
相
談
な
ど
幅
広
い
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
方
面

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
少
年
指
導
委
員
の

方
々
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
問
題
の

解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
青
少
年
に
関
す
る
困
り
ご
と
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

青
少
年
の
健
全
育
成
を
め
ざ
し
て

◆米子市教育委員会
　生涯学習課
　（☎23―5439）

◆米子市少年育成
　センター
　（☎35―0852）

◆青少年育成
　米子市民会議
　（☎23―5441）

第
58
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

～
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
～

　

毎
年
７
月
は
『
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
』
の
強
調
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
や
非
行
に
走
っ
た
少

年
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

米
子
市
実
施
委
員
会
で
は
、「
犯

罪
・
非
行
の
防
止
と
更
生
の
援
助

の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
と
参

加
を
求
め
る
」
を
重
点
目
標
に
、

幅
広
い
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
主
な
行
事

「
第
22
回
少
年
育
成
剣
道
大
会
」

　

７
月
19
日　

加
茂
体
育
館

「
平
成
20
年
度
少
年
育
成
卓
球
大
会
」

　

８
月
１
日　

福
米
体
育
館

「
第
26
回
少
年
育
成
野
球
大
会
」

　

８
月
２
日
～
３
日

　

市
民
球
場
・
湊
山
球
場

「
第
29
回
少
年
育
成

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」

　

８
月
５
日　

東
山
庭
球
場

■
問
い
合
わ
せ　

　

米
子
保
護
区
保
護
司
会

　
　
（
☎
34
―
７
２
７
６
）

　

人
権
政
策
課

　
　
（
☎
23
―
５
４
１
５
）



「自治基本条例や協働のまちづくり」のことを皆さんにくわしく知っていただくために、地域への出前説明会を
行ないます。お気軽に協働推進課（☎２３―５３７１)までお申し付けください。

　市行政が直面している課題、それに対する市の取組状況、市民との連携などについて、市長
が各地域に出向いて説明します。どなたでも参加していただけます。お気軽にご参加ください。
　７月～８月前半の開催予定は、次のとおりです。その後も各公民館で順次開催していく予定です。
　日程については、次号以降の広報よなごでお知らせします。

日 時 場 所
７月14日（月）　午後７時～ 淀江公民館大和分館
７月17日（木）　午後７時～ 淀江公民館宇田川分館
７月22日（火）　午後７時～ 県 公 民 館
７月28日（月）　午後７時～ 淀 江 公 民 館
７月29日（火）　午後７時～ 春 日 公 民 館
７月31日（木）　午後７時～ 永 江 公 民 館
８月４日（月）　午後７時～ 大 高 公 民 館
８月７日（木）　午後７時～ 五 千 石 公 民 館
８月８日（金）　午後７時～ 巌 公 民 館
８月11日（月）　午後７時～ 尚 徳 公 民 館

※いずれも１時間30分程度を予定しています。　　　　　　　■問い合わせ　秘書広報課（☎２２－５０４２）

米子市民自治基本条例検討委員会をご紹介します！
　「米子市民自治基本条例検討委員会」は、米子市民自治基本条例（仮称）の制定に向け、その素案を検討するために作
られた委員会で、今年の４月から活動しています。
　委員会は、委員 24人とアドバイザー２人で構成され、委員全員が市民公募委員、アドバイザーは大学教授などです。
委員は、応募者の中から、市民などで構成される「選考委員会」での審査を経て選ばれた方々で、職業も年齢層もさま
ざまです。

▼「委員会の特徴は？」・・・一つは、「24人の委員全員が市民公募委員」であるという点です。自治基本条例のもつ性格上、
広く市民の意見を取り入れたいという行政側の意思の表れです。もう一つは、検討委員が市民の代表ではないため、検
討委員は、「市民の代弁者」となるための活動（ＰＩ活動）を通して素案をつくろうとしている点です。ＰＩ活動を通し
て、広く市民の意見を取り入れた条例素案をつくろうとしています。これら二つの点は、全国的にみても大きな特徴となっ
ています。
☆ＰＩ（パブリックインボルブメント）とは・・・合意形成手法の一つで、「市民に計画策定への参画を求める制度」です。直訳は「市
民を巻き込むこと」で、このことから「政策決定の過程において、市民に参加してもらう」という意味で使われるようになりました。

▼「現在までの活動」　現在まで、４回の検討委員会と１回のＰＩ活動を実施しています。
回 数 日 時 ・ 場 所 内 容

第１回
４月23日（水）午後６時30分～
市役所４階 401会議室

・委員委嘱・自己紹介（委員・アドバイザー・事務局）・アドバイザー講話（自
治基本条例のつくり方）・運営ルール、検討体制、検討スケジュール

第２回
５月13日（火）午後６時30分～
市役所４階 401会議室 ・仮議長の選出・ワークショップ

第１回ＰＩ活動
５月23日（金）～６月６日（金）
市役所１階市民ホール

・市民から意見を募集（米子のよいところ、米子の気になるところ、こうす
れば米子に元気が出る、元気が出る米子のキャッチフレーズ）

第３回
５月28日（水）
市役所４階 401会議室 ・運営ルール、検討体制、検討スケジュール・役員の選出時期

第４回
６月20日（金）
市役所４階 401会議室 ・研修　講演（住民自治と自由・自立～自治体行政と人権～）

▼「今後の活動予定」　７月中に２回の検討委員会を予定しています。

回 数 日 時 内 容

第５回 ７月３日（木）　午後６時30分～
議会第２会議室　市役所５階 条例に盛り込みたいこと（骨組みを作る）

第６回
７月23日（水）
市役所４階 401会議室 研修（ＰＩとワークショップの進め方）



市民説明会を開催します
今月開催される「第３回まちなおしフォーラム」で、米子市
中心市街地活性化基本計画（素案）の説明会を併催します。ぜ
ひお出かけください。
と き　25日（金）午後６時30分～
ところ　米子コンベンションセンター　小ホール
※参加ご希望の方は事前にお申し込みください。
◆申込・問い合わせ　総合政策課（☎２３－５３５３）

「
米
子
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
素
案
）」
と

「
米
子
境
港
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の
指
定
」
へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

中
心
市
街
地
活
性
化
の
背
景
と
目
的

　

中
心
市
街
地
は
、
古
く
か
ら
商
業
、
業
務
、

居
住
等
の
都
市
機
能
が
集
ま
り
、
長
い
歴
史
の

中
で
文
化
、
伝
統
を
育
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能

を
つ
ち
か
っ
て
き
た
「
ま
ち
の
顔
」
と
も
い
え

る
場
所
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
経
済
や
社
会
の

発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
、
公
共
公
益
施
設
の
郊

外
移
転
等
都
市
機
能
の
拡
散
、車
社
会
の
進
展
、

大
規
模
集
客
施
設
の
郊
外
立
地
、
居
住
人
口
の

減
少
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
の
魅
力
低
下
、
中
心
市
街
地
の
商
業
地
区

が
顧
客
や
住
民
ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
で
き
て
い

な
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
衰
退

が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
は
、

都
市
計
画
法
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す

る
法
律
、
大
店
立
地
法
を
改
正
し
、
中
心
市
街

地
活
性
化
の
取
組
を
強
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

米
子
市
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
も
同
様
に

衰
退
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
商
業
振
興
だ

け
で
な
く
居
住
、
福
祉
、
文
化
、
公
共
交
通
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
集

ま
っ
て
い
て
、
暮
ら
し
や
す
く
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
で
は
、
市

民
や
関
係
者
の
皆
様
の
主
体
的
な
取
組
と
連
携

し
な
が
ら
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る

計
画
づ
く
り
と
特
別
用
途
地
区
の
指
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

■
ご
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

●
資
料
の
閲
覧
場
所

　
「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
総
合
政
策
課
、
淀
江
支
所
地
域
振
興
課
、

行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、「
ふ
れ
あ
い

の
里
」、
各
公
民
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
募
集
期
間　

１
日
㈫
～
31
日
㈭

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
総
合
政

策
課
に
直
接
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

な
ど
で
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
法
人

そ
の
他
の
団
体
の
場

合
は
、
事
務
所
の
所

在
地
、
名
称
、
代
表

者
の
氏
名
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
、
口

答
で
の
受
付
は
い
た

し
ま
せ
ん
。
い
た
だ

い
た
ご
意
見
・
ご
提

○計画期間　平成20年10月～平成26年3月
○中心市街地の区域　　約300ヘクタール

案
に
対
し
て
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
が
、

内
容
ご
と
に
整
理
し
て
、
市
の
考
え
方
と
併

せ
て
後
日
公
表
し
ま
す
。
意
見
用
紙
は
閲
覧

場
所
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
様
式

は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ　

〒
６
８
３
―
８
６
８
６

米
子
市
加
茂
町
一
丁
目
１　

米
子
市
役
所

総
合
政
策
課　

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室

☎
23
―
５
３
５
３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
５
３
９
２

Ｅ
メ
ー
ル
…

sogoseisaku@
yonago-city.jp

にぎわいの再
生

歴 史 や 文 化、
自然資源の活
用

まちなか居住
の促進

課 題

ワクワクどき
どき心が躍る
まちづくり

懐かしく心憩
う情緒豊なま
ちづくり

安心、便利で
いきいきと暮
らせるまちづ
くり

方 針

人が集い賑わ
うまちをつく
る

歴 史 や 文 化、
自然に触れ合
えるまちをつ
くる

住みたくなる
まちをつくる

目 標

「米子市中心市街地活性化基本計画（素案）」の概要



米子境港都市計画特別用途地区（素案）

特別用途地区の都市計画決定内容
地区の種類　大規模集客施設制限地区
位置・区域　すべての準工業地域（約256ヘクタール）

特別用途地区内の建築物の制限
●大規模集客施設制限地区を都市計画決定すると、床面積の合計が１万
平方メートルを超える大規模集客施設の建築が制限されます。
●基準時（都市計画決定の告示の日）に既に建っている、あるいは工事
中の大規模集客施設の建築物は、規制の緩和の対象となり、基準時の床
面積の合計の１．２倍までは増改築ができます。

米
子
境
港
都
市
計
画

特
別
用
途
地
区
の
指
定

　

米
子
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
つ

い
て
国
か
ら
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
準
工

業
地
域
に
お
け
る
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地
を

制
限
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

こ
の
た
め
、
素
案
の
と
お
り
、
す
べ
て
の
準
工

業
地
域
に
つ
い
て
、
大
規
模
集
客
施
設
の
立
地

を
規
制
す
る
特
別
用
途
地
区
（
大
規
模
集
客
施

設
制
限
地
区
）
を
定
め
る
予
定
で
す
。

　

大
規
模
集
客
施
設
と
は
、
床
面
積
の
合
計
が

１
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
劇
場
、映
画
館
、

演
芸
場
若
し
く
は
観
覧
場
又
は
店
舗
、飲
食
店
、

展
示
場
、
遊
技
場
、
勝
馬
投
票
券
発
売
所
、
場

外
車
券
売
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
用
途
に

供
す
る
建
築
物
で
す
。

■
ご
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

●
資
料
の
閲
覧
場
所

　
「
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
都
市
計
画
課
、
淀
江
支
所
地
域
振
興
課
、

行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、「
ふ
れ
あ
い

の
里
」、
各
公
民
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
募
集
期
間　

１
日
㈫
～
31
日
㈭

●
提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
う
え
、
都
市
計
画
課
に
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
法
人
そ
の
他
の
団

体
の
場
合
は
、
事
務
所
の
所
在
地
、
名
称
、
代

表
者
の
氏
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
、
口
答
で
の
受
付
は
い
た
し
ま

せ
ん
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
提
案
に
対
し

て
個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
が
、
内
容
ご
と
に

整
理
し
て
、
市
の
考
え
方
と
併
せ
て
後
日
公
表

し
ま
す
。
意
見
用
紙
は
閲
覧
場
所
に
も
用
意
し

て
い
ま
す
が
、
特
に
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ　
〒
６
８
３
―
８
６
８
６

米
子
市
加
茂
町
一
丁
目
１　

米
子
市
役
所　

都
市
計
画
課　

☎
23
―
５
２
９
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
５
３
９
６

Ｅ
メ
ー
ル
…toshikeikaku@

yonago-city.jp

　阪神・淡路大震災、能登半島地震、新潟県中
越沖地震、中国四川省の地震など、最近大地震
が頻発しており、大地震はいつどこで発生して
もおかしくない状況にあります。
　阪神・淡路大震災では、死者の90パーセント
は建物の倒壊や家具などの転倒による圧死など
が原因とされています。
　米子市も、平成12年10月に、大きな被害をも
たらした鳥取県西部地震を経験しました。
　しかし、鳥
取県西部地震
から８年近く
の 歳 月 が 過
ぎ、そのとき
の恐怖感が薄
らいできたこ
ともあり、思うように建築物の耐震化が進んで
いない状況にあります。
　米子市では、既存住宅・建築物の耐震化を促
進し、市民の安全を確保するため、「米子市耐震
改修促進計画」（案）をまとめました。
　この計画（案）について、皆さんのご意見を
お聞かせください。
　なお、ご意見に対して個別には回答しません
が、内容ごとに整理して、市の考えかたと併せ
て後日公表します。
◆計画（案）の閲覧場所
　建築指導課（本庁舎２階）、淀江支所地域振興
　課、行政窓口サービスセンター、「ふれあいの
　里」、各公民館。また、「米子市ホームページ」
　でも閲覧できます。
◆募集期間　１日（火）～ 31日（木）
◆提出方法
　住所、氏名、電話番号を明記のうえ、郵送、
　ファックスでお送りいただくか、建築指導課
　（本庁舎２階）または、公民館へお持ちいただ
　いても結構です。
　また、「米子市ホームページ」からもご応募で
　きます。
※意見用紙は閲覧場所に用意していますが、様
式は特に問いません。
◆応募・問い合わせ
　〒 683－ 8686　米子市加茂町一丁目１
　米子市役所　建築指導課
　☎２３－５２３７　ＦＡＸ２３－５３９６



　

１
９
８
９
年
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち

を
守
る
た
め
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
を
含

む
約
二
百
の
国
と
地
域
が
、
こ
の
条

約
を
守
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。

　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

　

こ
の
条
約
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
子

ど
も
に
も
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ

る
べ
き
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
、
子

ど
も
に
は
ど
ん
な
権
利
が
あ
る
の
か
、

ま
た
、
そ
の
権
利
を
守
る
た
め
、
国

や
大
人
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
と
い
う
国

際
的
な
約
束
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
子
ど
も
た

ち
の
人
権
は
守
ら

れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
世
界
で
は
、

戦
争
や
貧
困
、
飢

え
や
病
気
な
ど
で

短
い
一
生
を
終
え

る
子
ど
も
た
ち
も

多
く
い
ま
す
。
日

本
で
も
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害

が
起
き
て
お
り
、
い
じ
め
や
虐
待
な

ど
で
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
も

い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
権
利
は
、
子
ど
も
だ
け

で
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
子
ど

も
も
大
人
も
子
ど
も
の
権
利
を
知

り
、
子
ど
も
に
と
っ
て
何
が
一
番
良

い
こ
と
な
の
か
を
、
子
ど
も
と
共
に

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

子
ど
も
も
一
人
の
人
間
と
し
て
尊

重
さ
れ
る
社
会
を
、
み
ん
な
で
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　特別展「葉 祥明」の開催記念として、絵本作家で画家、詩人
の葉 祥明と、テレビ出演や音楽プロデュースなど、多方面に活
躍中のピアニストであり作曲家の西村由紀江を招いてのトークと
ピアノで綴るコンサートを、27日（日）午後２時から米子市文化
ホールで開催いたします。（19 ページに関連記事掲載）
　当日は葉祥明作品からイメージし、生まれた曲も演奏される予
定です。音楽的な葉 祥明の作品と映像的な西村由紀江のピアノ
音楽が、一つの空間で出会うことにより、心に響く新たなイメー
ジが生み出される二人のステージは、各地で高い評価を得ており
ます。
　美術館での「葉祥明」展をより深く味わっていただける、また
とない貴重なこの機会に、日常を忘れて心が自由になる楽しさを
味わってみませんか。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）　
■ URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　

行
政
相
談

行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と
き　

８
日
㈫
、
28
日
㈪

　
　
　
　

８
月
５
日
㈫

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

協
働
推
進
課
（
☎
23
―
５
３
７
３
）

　

人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。

と
き　

10
日
㈭
、
８
月
11
日
㈪

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ

人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

　

国
民
年
金
の
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に

は
、
保
険
料
の
免
除
（
全
額
ま
た
は
一

部
）
と
、
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
（
30

歳
未
満
の
方
が
対
象
）
の
申
請
が
で
き

ま
す
。
免
除
は
、
原
則
と
し
て
本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
所
得
な
ど
を

審
査
し
て
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請

は
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

全
額
免
除
、
若
年
者
納
付
猶
予
の
決
定

を
受
け
て
い
て
継
続
申
請
を
し
て
い
る

方
は
除
き
ま
す
。
現
在
の
免
除
の
対
象

期
間
は
、
20
年
７
月
か
ら
21
年
６
月
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

免
除
を
希
望
す
る
方
は
、
お
早
め
に

保
険
年
金
課
年
金
係
で
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
に
は
、
印
鑑
（
ス
タ
ン

プ
印
不
可
）・
年
金
手
帳
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
１
月
１
日
以
降
に

離
職
を
し
た
方
は
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
等
、
離
職
日
が
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
発
行
し
た
証
明
書
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

（
☎
23
ー
５
１
４
２
）

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は

　

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

　

写
真
付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

は
、
本
人
確
認
の
必
要
な
窓
口
で
の
公

的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
市
役
所
で
の
印
鑑
登

録
や
戸
籍
・
住
民
票
な
ど
の
交
付
申
請

を
す
る
と
き
や
、
郵
便
局
や
金
融
機
関

で
の
身
分
証
明
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
暮

ら
し
の
場
で
本
人
確
認
書
類
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

に
は
…

①
認
印
が
必
要
で
す
。（
ス
タ
ン
プ
印

不
可
）

②
カ
ー
ド
交
付
手
数
料
は
500
円
で
す
。

③
郵
送
に
よ
る
本
人
照
会
を
行
な
い
、

郵
送
さ
れ
た
照
会
書
を
再
度
窓
口
に

お
持
ち
い
た
だ
い
た
際
に
カ
ー
ド
交

付
を
行
な
い
ま
す
。
な
お
、
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署
が

発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明

書
を
お
持
ち
の
方
は
、
即
日
交
付
で

き
ま
す
。

④
カ
ー
ド
に
使
う
写
真
は
、「
上
半
身
、

無
帽
、
正
面
、
無
背
景
で
６
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
縦
４
・
５
セ
ン
チ
×
横

３
・
５
セ
ン
チ
の
大
き
さ
の
も
の
」
で

す
。
１
枚
を
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、

ま
た
は
市
役
所
で
の
撮
影
も
可
能
で

す
。

⑤
カ
ー
ド
作
成
の
所
要
時
間
は
、
約
30

分
程
度
で
す
。
た
だ
し
、
混
雑
時
に
は

時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
係
（
☎
23
―
５
１
４
４
）

　

各
種
自
衛
官

　

防
衛
省
で
は
、
各
種
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
二
等
陸
・

海
・
空
士

▼
受
付
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
９
月
10
日
㈬

防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大
学
校

学
生
、
看
護
学
生

▼
受
付
期
間

　

９
月
８
日
㈪
～
９
月
30
日
㈫

●
自
衛
隊
受
験
説
明
会
を
行
な
い
ま
す

と

き　

８
月
７
日
㈭
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務
所

　
　
　
　
（
西
福
原
三
丁
目
）

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地
域
事

務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）
か
、
市
役

所
総
務
管
財
課
（
☎
23
―
５
３
３
１
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
期
・
・
・
固
定
資
産
税
２
期　

国
民
健
康
保
険
料
１
期　
　

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う



　

米
子
市
非
常
勤
職
員

募
集
職
種
・
人
数

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
１
人

職
務
内
容　

学
校
や
関
係
諸
機
関
と
の

連
絡
調
整
や
ケ
ー
ス
会
議
の
運
営
、
児

童
生
徒
や
保
護
者
へ
の
相
談
や
働
き
か

け
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

受
験
資
格　

社
会
福
祉
士
ま
た
は
精
神

保
健
福
祉
士
の
有
資
格
者

試
験
日　

18
日
㈮

※
試
験
科
目
・
会
場
は
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
７
月
28
日

申
込
受
付
期
間　

４
日
㈮
～
16
日
㈬

※
く
わ
し
く
は
、
受
験
案
内
か
、「
米
子

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、
受
験
申
込
書
の
請
求
、
問
い
合

わ
せ 

学
校
教
育
課
（
☎
23
―
５
４
３
２
）

　

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
な
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　

8
月
31
日
㈰
ま
で

※
当
日
必
着
の
こ
と

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学
習
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

問
い
合
わ
せ 

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
５
２
―
28
―
５
５
０
０
）

　
「
米
子
盆
踊
り
」
講
習
会

　

鳥
取
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
米

子
盆
踊
り
」の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
民
俗
芸
能
を
覚
え
て
、
盆

踊
り
大
会
で
踊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

27
日
㈰
・
８
月
10
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
大
会
議
室

※
参
加
無
料
、
事
前
申
込
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
課
（
☎
23
―
５
４
３
８
）

　

体
力
づ
く
り
歩
け
歩
け
大
会

▼
13
日
㈰
午
前
８
時
20
分
米
子
駅
集
合

（
８
時
44
分
発　

和
田
浜
駅
下
車
）、
行

き
先
…
米
子
空
港
方
面
（
和
田
御
崎
神

社
・
中
浜
サ
ン
ト
ピ
ア
ほ
か
・
行
程
約

10
㎞
）、
弁
当
持
参
、
運
賃
（
大
人
往

復
430
円
）、
解
散
予
定
午
後
４
時
（
帰

り
は
米
子
空
港
駅
乗
車
）

▼
８
月
３
日
㈰
午
前
８
時
20
分
米
子
市

役
所
集
合
、
市
内
寺
め
ぐ
り(

寺
町
方

面
・
行
程
約
５
㎞
）、
解
散
予
定
正
午

問
い
合
わ
せ

体
育
課
（
☎
23
―
５
４
２
６
）

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座

　
『
社
会
で
役
立
つ
毛
筆
習
字
教
室
』

社
会
に
出
る
と
と
た
ん
に
増
え
る
冠
婚

葬
祭
。
ご
祝
儀
・
香
典
袋
や
年
賀
状
な

ど
の
書
き
方
を
学
び
ま
す
。

と

き　

７
月
28
日
㈪
～
11
月
10
日
㈪

毎
週
月
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ　

米
子
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　
（
米
子
産
業
体
育
館
裏
）

対

象　

勤
労
青
少
年

（
空
き
が
あ
れ
ば
一
般
希
望
者
も
可
）

定

員　

16
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料　

申
込
締
切　

25
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

米
子
市
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
（
☎
34
―
５
１
５
４
）

　

認
知
症
「
家
族
の
集
い
」

認
知
症
の
介
護
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
、
関
心
の
あ
る
方
、「
家
族
の
集
い
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

仲
間
を
つ
く
っ
て
悩
み
な
ど
を
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
日
々
の
介
護
の
ヒ
ン

ト
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

と

き　

毎
月
第
２
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

問
い
合
わ
せ

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

（
37
―
６
６
１
１
）



　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

と

き　

14
日
㈪
～
24
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

米
子
職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
（
古
豊
千
）

対

象　

60
代
前
半
で
、
就
職
・
就
業

を
希
望
さ
れ
る
方

応
募
期
限　

４
日
㈮
ま
で

定

員　

20
人

受
講
料　

無
料

※
免
許
取
得
の
講
習
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
申
込
書
は
、
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
、
米
子
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
（
☎
37
―
２
５
３
１
）

▼
排
泄
の
し
く
み
と
オ
ム
ツ
の
当
て
方

　

８
月
７
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３
時	

▼
実
技
講
座
・
家
庭
で
役
立
つ
基
本
介

　

護
技
術
（
清
潔
・
更
衣
）

　

10
月
９
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３
時	

▼
実
技
講
座
・
家
庭
で
役
立
つ
基
本
介

　

護
技
術
（
移
乗
・
移
動
）

　

11
月
20
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
認
知
症
の
理
解
と
関
わ
り
方
に
つ
い

　

て
…
２
月
（
未
定
）	

▼
口
腔
ケ
ア　

～
口
腔
機
能
の
役
割
・

　

知
識
の
重
要
性
～

　

３
月
17
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
３
時	

●
い
ず
れ
の
講
座
も
…

と
こ
ろ　
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

定

員		

先
着
30
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料		

無
料

申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
講
座
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

※
ビ
デ
オ
や
書
籍
の
貸
出
し
も
無
料

（
１
回
５
件
ま
で
・
最
大
14
日
間
）
で

行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

西
部
地
域
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
23
―
５
４
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
５
０
１
８

　

介
護
予
防
教
室

　

よ
な
GO
体
力
測
定
会
参
加
者
募
集

握
力
、
柔
軟
性
、
バ
ラ
ン
ス
な
ど
体
力

測
定
を
行
な
い
、
体
力
年
齢
を
確
認
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
身
体
機
能
の

維
持
・
向
上
を
促
進

す
る
た
め
に
、
自
宅

で
も
で
き
る
簡
単
な

体
操
、
よ
な

体

操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
も
行
な
い
ま
す
。

と

き

１
日
㈫
…
就
将
公
民
館

３
日
㈭
…
加
茂
公
民
館

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

対

象　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
が
、
65
歳
未
満
の
方
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。お
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
３
２
）

　

介
護
基
礎
講
座

介
護
の
基
礎
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
家
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
と
運
動
・

　

歩
行
器
、
杖
の
活
用
方
法

　

24
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

平成20年度（第44回）米子人生大学
期 間　６月16日（月）～11月10日（月）
　　　　年間 11 回
　　　　午後２時～４時（開場午後１時30分）
会 場　米子市文化ホール
申込方法
講座の開催日に、会場でお申し込みください。
※電話申込みはできません。
受講料　年間 1,000 円　（初めて受講される日
に、会場受付でお支払いください。）
■問い合わせ　生涯学習課

（☎２３－５４４４・市役所第２庁舎３階）

日程 テ ー マ

７日
（月）

「食の安全を守るために」
食農教育研究家　川

か わ か み

上一
い ち ろ う

郎さん

28日
（月）

「生涯『元気人』をめざして」
南部町教育委員長　矢

や ぶ き

吹　　奎
け い

さん
８月
４日

（月）

「生命をつなぐ水のお話～米子の水あれこれ～」
米子市水道事業管理者　水道局長　田

た な か

中通
み ち お

雄
８月
25日

（月）

「心にいつも歌を～歌の持つ不思議な力～」
鳥取短期大学　教授　白

し ら い し

石由
ゆ み こ

美子さん

※とっとり県民カレッジ連携講座です。
※出席回数・修了回数に応じて、修了証・皆
　勤賞・永年受講賞を設けています。

清
流
を
み
ん
な
で
と
り
も
ど
そ
う  

川
を
き
れ
い
に

　

鳥
取
環
境
大
学
公
開
講
座

「
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
考
え
る
」
シ

リ
ー
ズ
③
テ
ー
マ
「
地
球
温
暖
化
問
題

と
森
林
管
理
」

講

師　

環
境
政
策
学
科	

教
授
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マザーズコーナー開設のお知らせ
５月26 日（月）ハローワーク米子駅前相談室内に、マザーズコーナー
が開設されました。
マザーズコーナーは、子育てをしながら働きたい方を支援します。
キッズスペースやベビーチェアを設置。ベビーカーで気軽に利用でき
るので、お子様連れの求職活動もＯＫです。
子育てをしながら仕事がしたいと考えている方、そろそろ考えてみよ
うかな？ と思っている方、お気軽にお出かけください。

マザーズコーナーでは、たとえばこんな方をお待ちしています。

「出産を機に退職したけど、そろそろ仕事を再開したい」
「子育て真っ最中だけど、パートに出たい」
「育児しながらパートで働いているけど、フルタイムの仕事に就き
たい」
「育児や家庭と両立できる仕事を探したい」
※仕事と子育ての両立を目指す男性も応援しています。

▼営業日時　土・日・祝祭日を除く毎日　午前10時～午後６時

▼所在地　明治町 250（ＪＲ米子駅のすぐ近くです）

▼問い合わせ　ハローワーク米子駅前相談室（☎３５－４３１１）

ファミリーサポートセンター
からのお知らせ

米子ファミリー・サポート・センター（「ふ
れあいの里」２Ｆ）では、育児の援助をし
ていただく“援助会員”を募集しています。
子どもの好きな方・育児経験のある方・何
かやってみたい方…ファミリー・サポート・
センターの会員になって地域の中で活動し
てみませんか。市内にお住いの方であれば
資格は問いません。

【援助会員登録講習会】
「子どもの発育」・「病気について」・「子ど
もの遊び（身近な材料でおもちゃを作りま
す）」・「子どもの心の発達について」などを
学びます。

▼と き　28日（月）
　　　　　午前９時20分～午後３時40分

▼ところ　「ふれあいの里」４Ｆ
▼受講料　無料

▼申込期限　22日（火）
※託児もありますので、お気軽にお立ち寄
りください。
■申込・問い合わせ
　米子ファミリー ･ サポート ･ センター
　（☎３２－００１６）

米子空港見学会
米子空港近くに「米子空港駅」が開業し、空港へのアクセスが便利に
なりました。この機会にぜひご覧ください
■と き　26日（土）９時30分、11時、14時（各 1 時間程度）
■ところ　米子空港　■定 員　各回 25人
■申込締切　18日（金）まで（定員になり次第締め切ります）
■申込・問い合わせ　国土交通省　境港湾・空港整備事務所
　　　　　　　　　　（☎４２－３１４５）

●南公園墓地（募集区画…14区画）

　南公園墓地所在地…石井 490
区分 地区 面積（㎡） 募集数 使用料（円）管理料（年／円）

返
還
霊
地

50A ６ 1 210,000 2,520
52A ６ 1 210,000 2,520
53A ６ １ 210,000 2,520
54A ６ 1 210,000 2,520
59A ５ 2 175,000 2,100
61A ５ 5 175,000 2,100

B ４ １ 114,400 1,680
５ １ 143,000 2,100

特 10 １ 438,000 4,200
＊市外にお住まいの方…使用料・管理料が 2 倍です。

▼受付期間　７日（月）～18日（金）　土・日を除く

▼受付場所　維持管理課（本庁舎２階）
※電話での申込みは受け付けません。郵送での申込みは県
外に在住の方のみです。

▼申請に必要なもの　霊地使用許可申請書・焼骨埋蔵場所
困窮証明書（維持管理課にあります）・申請者の本籍の記載
のある住民票の写し（市外の方は戸籍の抄本も添付）、また
は外国人登録原票記載事項証明書・印鑑
※焼骨をお持ちで使用を希望される方は、焼骨の埋蔵場所
に困窮していると認められた場合、優先となります。

墓地の使用者を募集します
●北公園墓地・淀江佐陀墓苑（随時募集）

　北公園墓地所在地…彦名町 6566

区分 面積
（㎡）

空き
区画

使用料
（円）

管理料
（年／円）

霊地 5 80 525,000 4,200
＊市外にお住まいの方…使用料・管理料が 1.5倍です。

　淀江佐陀墓苑所在地…淀江町佐陀 1451－12

区分 面積
（㎡）

空き
区画

使用料
（円）

管理料
（年／円）

霊地 7.5 46 600,000 1,000５ ２ 440,000

■申込資格…次のいずれかに該当する方
　・米子市に住所がある方
　・米子市以外に住所があり、米子市に本籍がある方
　・米子市にあるお墓を移転しようとする方
■申込・問い合わせ　維持管理課（☎２３－５５２９）



米子市営住宅入居者を募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

河 崎
住 宅 河 崎 109 簡易耐火

２ 階 建 3DK 13,800
～ 21,800 S46

青 木
住 宅 永 江 52R1 303 中層耐火

４ 階 建 3DK 13,400
～ 22,300 S52

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方

●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事

実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。

ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身

でのお申込みが可能です。

●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合う方

●現に住宅に困窮していることが明らかな方

●米子市税などに滞納がない方

●暴力団員でないこと。

■申込受付期間　１日（火）～９日（水）　土・日を除く。

■申込受付場所　建築住宅課（本庁舎２階）、

　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）

■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、住

民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第４条

第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、申

込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅申込

書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。

■入居選考方法　16日（水）　公開抽選により選考します。

■入居可能予定日　８月１日（金）

次回の市営住宅入居者募集期間は８月１日～ 11日の予定です。

■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

特定公共賃貸住宅（所在地：陰田町　3LDK　家賃月額
69,000円）の募集も行なっています。上記市営住宅に比べ
収入基準が高く、月収 20万円から 60万1,000円までの世帯
が対象となります。特定公共賃貸住宅についてのお問い合
わせは、随時受け付けています。

市営東町住宅　店舗入居者募集
戸数 入居可能予定日 構造 床面積 家賃月額

１戸 ８ 月 １ 日（ 金 ）高層耐火７階建
（１階部分） 27.72 ㎡ 33,000 円

■入居者の資格
●市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んで
いる方●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合
う方●現に店舗に困窮していることが明らかな方●米子
市税などに滞納がない方●暴力団員でないこと。
※「申込受付期間・場所」「申込みに必要な書類」「入
居選考方法」は、左記の市営住宅募集と同じです。

開発公社所有地を売払いします
次のとおり一般競争入札により公社所有地を売払いしま
すので、買受希望の方はご参加ください。
■売払物件の案内図

■売払物件　皆生新田三丁目 353－１（地目）雑種地
　　　　　　面積 535.99㎡
■用途地域　第１種住居地域
■現地説明日時・場所
　17日（木）午前10時・売払物件所在地
■入札日時・場所
　24日（木）午前10時・市役所旧庁舎 605会議室
■最低売却価格　17,580,472 円　
■注意事項　入札に参加される方は、入札当日、現金ま
たは銀行振出小切手で、入札金額の 10％以上の入札保
証金を納付する必要があります。その他くわしくは、入
札心得書（開発公社にて交付）に掲載しています。
■問い合わせ　米子市土地開発公社（☎２２－６３５５）

耐震診断、耐震改修設計・耐震改修工事の費用の一部を助成します。
■補助対象建物　昭和56年５月31日以前に工事に着手された建物
※耐震改修工事は、さらに、次の４つの要件があります。①一戸
建ての住宅（店舗等の用途を兼ねるものは、店舗等の部分の床面積が延べ床面積の２分の１未満であること。）②耐震診
断で、地震で倒壊する危険性が高いと評価されていること。③外壁から前面道路との境界線までの距離が、平屋建ての場
合は２メートル以内、地上２階建て以上の場合は４メートル以内に建てられていること。④既成市街地（＊）の区域内に
あること（ただし、収入が一定の基準以下の所有者が行なう耐震改修工事は、③・④を除きます。）
■補助金の額　事業に必要な額の３分の２以内
※床面積などの要件により上限があります。くわしくはお問い合わせください。
■耐震診断・耐震改修補助金の受付
【耐震診断】　受付開始日　７日（月）
一戸建て住宅は受付順とし、予定の７戸分の申込み終了次第締め切ります。一戸建て住宅以外のものは１棟を予定してい
ますが、31日（木）までの間に複数の申込みがあった場合には、抽選といたします。
【耐震改修工事・耐震改修設計】　耐震改修工事の前に耐震診断が必要です。耐震診断と併せてご相談ください。
■申込・問い合わせ　建築指導課（本庁舎２階）（☎２３－５２３７）

＊住宅の密度が原則として、１ヘクター
ル当たり 30戸以上となるおおむね５ヘ
クタール以上の区域（区域内住宅戸数
が 300戸以上の区域に限る。）

耐震診断・耐震改修を応援します
昭和56年５月31日以前の建物をお持ちの方へ



お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

生まれ月ごとに毎月実施します。受けられな
かった場合は、次月以降に受けてください。
ところ　保健センター（「ふれあいの里」３階）
受　付　午後１時～２時
　　　　（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母
子健康手帳がないと受けられません。「予防接種
と子どもの健康」の冊子を読んできてください。
体温は接種場所で測ってください。

対 象 児 接 種 日
H20年３月27日～４月９日生 ７月 ９ 日（水）
H20年４月10日～４月23日生 ７月23日（水）
H20年４月24日～５月５日生 ８月 ５ 日（火）

生後３か月で接種します。生後６か月未満で接
種を受けていない方も受けてください。

◆７・８月はポリオはお休みです◆

有

料

広

告

７月から 12月まで
大人のいろいろな健診を行ないます

健診の
種 類 対象者

自己負担金

検査内容
70歳以上（※
１）の方・
市民税非課
税世帯

左記以外の方

特 定 健
診 及 び
後 期 高
齢 者 の
健 診

40歳以上の方
（国民健康保険加入者と
後期高齢者医療加入者に
実施します。※２）

500円

問診、尿検査、血圧測定、
貧血、肝機能、腎機能、
コレステロール、中性脂
肪、血糖、心電図、腹囲
測定など
※ 65 歳以上の方は、同
時に生活機能評価健診を
実施します。

大 腸 が
ん 検 診

40 歳以上の方
（職場などで該当する健
診を受ける方は除きま
す。）

400円 1,400円 問診、便潜血検査

胃 が ん
検 診

400円 1,400円 集団 ( 検診車 ): 問診、胃
透視（レントゲン検査）

1,100円 3,300円 個別 : 問診、胃透視また
は内視鏡検査（胃カメラ）

肝 炎 ウ
イ ル ス
検 査

40 歳以上の方で、過去
に肝炎ウイルス検査を受
けたことがない方
( 受診希望の方はご連絡く
ださい。)

特定健診等と同時に検査
した場合

問 診、 採 血 (B 型・C 型
肝炎ウイルス ) 

300円 1,100円
肝炎のみを検査した場合

500円 1,700円

乳 が ん
検 診

平成19年度に乳がん検
診を受けてない 40歳以
上の女性
（マンモグラフィ検査の
予約が必要です。）

600円 1,900円
視触診＋マンモグラフィ
検査（乳房 X 線検査）：
医療機関と検診車で実施

子 宮
が ん
検 診

20歳以上の女性
（30歳未満の方には受診
票を送りませんので、受
診希望の方は健康対策課
までご連絡ください。）

・頚部
　700円

・頚部＋体部
　1,200円

・頚部
　2,200円

・頚部＋体部
　3,800円

問診、視診、内診、細胞
診

※１…70歳以上の方…昭和14年３月31日までに生まれた方
※２…国民健康保険以外の被用者保険（政府管掌健康保険など）加入者の特定健診
はそれぞれの保険者が実施します。
■生活保護世帯の方は無料です。
■６月末に、40歳以上の国保加入者、30歳以上の女性、45・50・55・60歳以上の男
性の方に受診券を送りました。受診券がないと健診は受けられません。届いていな
い方で健診を希望される方はご連絡ください。
■乳がん検診を受けるには、申込みが必要です。「平成20年度健康診査のお知らせ」
の説明をご覧のうえ、お申し込みください。
■人間ドック申込者（国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者のみ）はドックで
同様の検査をしますので、上記の特定健診と胃・大腸がん検診は受けられません。

ふしめ歯科検診(歯周疾患検診)
を受けましょう！

▼対象　今年度中に 40・50・60・70 歳に
　　　　なる方
※昭和43.4.1～44.3.31生、昭和33.4.1～34.3.31生、
　昭和23.4.1～24.3.31生、昭和13.4.1～14.3.31生    
　の方

▼検診場所　歯科医院（鳥取県西部歯科医師会）

▼検査内容　問診、歯周組織検査

▼自己負担金
　40・50・60歳の市民税課税世帯の方…500円、
　70歳・市民税非課税世帯の方…200円、
　生活保護世帯の方…無料

▼実施期間　７月１日～ 12月末

▼申込みは、市役所健康対策課まで。
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月日 と こ ろ と き

７月17日
（木）
啓 成

ふれあいの里 午前８時40分～９時20分
米子商業センター 午前９時30分～９時50分
東保育園 午前10時～10時20分
啓成公民館 午前10時30分～11時
勝田神社 午前11時20分～正午

７月18日
（金）
車 尾

タカサキ美容室駐車場 午前９時30分～９時50分
観音寺公民館 午前10時10分～10時30分
車尾公民館 午前10時40分～11時10分
中島公園入口 午前11時30分～11時50分
新田病院玄関横駐車場 午後１時～１時30分
浦木修一氏宅前 午後１時50分～２時10分

７月24日
（木）
明 道

道笑町３丁目・白根氏宅駐車場 午前９時20分～10時20分
とんかつ繁昌亭道笑町店 午前10時40分～11時
丸合米子南店 午前11時10分～11時50分
明道公民館 午後１時～１時20分

７月28日
（月）
就 将

米子市役所東側玄関 午前９時20分～９時50分
口陰田公民館 午前10時10分～10時30分
錦海町・錦海団地集会所 午前10時50分～11時10分
祇園町２丁目・ＪＲ社宅集会所 午前11時20分～11時40分
米子駅前サティ（正面玄関） 午後１時～１時20分
就将公民館 午後１時40分～２時
目久美神社 午後２時20分～２時40分

７月29日
（火）
福生西

福生西５区・北尾孝司氏宅 午前９時30分～10時
福生西６区集会所 午前10時10分～10時30分
米子市観光センター 午前10時40分～11時
福生西１区・石井利明氏宅裏 午前11時10分～11時30分
福生西公民館 午前11時40分～正午

７月30日
（水）
福米西

新開東・皆生尚寿苑玄関前 午後９時～９時20分
新開西・宮崎秀雄氏駐車場 午前９時40分～10時
下谷２区・大滝氏駐車場 午前10時20分～10時40分
上谷１区・尾沢三夫氏駐車場 午前11時～11時20分
福米西公民館 午前11時40分～正午

月日 と こ ろ と き

８月６日
（水）
福生東

10 区集会所 午前９時30分～10時
福生体育館 午前10時20分～10時50分
福生３区公民館 午前11時～11時20分
８区・福原公園 午後１時～１時20分
福生東公民館 午後１時40分～２時
かんぽの宿皆生 午後２時20分～２時40分

８月７日
（木）
福米東

米子信用金庫本店駐車場 午後９時～９時30分
備中屋本店駐車場 午前９時50分～10時10分
天満屋前駐車場 午前10時30分～11時
米原・恩部事務所前駐車場 午前11時20分～11時40分
福米東公民館 午後１時～１時30分
勤労青少年ホーム 午後１時50分～２時20分

８月８日
（金）
大篠津

御崎集会所 午前９時30分～９時50分
旭が丘１区公園 午前10時～10時20分
㈱川口義治商店前 午前10時30分～10時50分
大篠津公民館 午前11時～11時20分
虎谷修氏宅 午前11時30分～11時50分

◆対象者　市内にお住いの 40歳以上の方
◆内 容　胸部レントゲン検査（問診の結果により「たん」の
検査を受けることもできます）
◆料 金　レントゲン撮影は無料

「たん」の検査は、市民税課税世帯の方は 900円、市民税非課
税世帯の方・70歳以上の市民税課税世帯の方は 300円、生活保
護世帯の方は無料です。
※くわしくは地区回覧をご覧ください。

■アスベスト（石綿）関連疾患の検診を実施しています。ア
スベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望される方は、
結核・肺がん検診の問診の際にお申し出ください。

結核・肺がん検診日程

生活習慣病予防教室（第１回）
健康づくりにお役立てください。

▼と き　15日（火）午後１時30分～３時
　　　　　（受付は午後１時～）

▼ところ　｢ ふれあいの里 ｣ １階大会議室

▼講 演　「健診を受けて、
メタボ予防と健康づくりを！」

▼講 師
　西部総合事務所福祉保健局（米子保健所）
　副局長（米子保健所長）大

お お し ろ

城陽
よ う こ

子さん
※駐車場が大変混み合いますので、自家用車で
のご来場は、なるべくご遠慮ください。

毎年７月は「愛の血液助け合い運動」月間です
国内の医療で使用するすべての血液製剤を、私たちの献血によって確保すること
が大きな課題となっています。輸血に使用する血液の安全性を高めるためにも「成
分献血」「400ml 献血」へのより一層のご協力をお願いします。また、８月10日（日）
には市内高校生ボランティアによる街頭での献血の呼びかけが米子駅前サティで
行なわれます。

鳥取県赤十字血液センター西部出張所では、毎週水曜日に献血を受け付けしていま
すので、一人でも多くの皆様のご協力をお願いいたします。

▼問い合わせ　鳥取県赤十字血液センター　西部出張所　西町 86
　　　　　　　鳥取大学医学部保健学科棟１階（☎３８－７１９４）

▼受 付 日 時　水曜日（祝祭日を除きます）
　　　　　　　午前９時～午後１時、午後２時～４時 30 分（成分献血は４時まで）



◆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
「
今
夜
見
え
る
星
空
と
星
座
物
語

　
（
七
夕
物
語
・
さ
そ
り
座
物
語
）」

平
日
…
午
後
２
時
・
３
時
、
土
・
日
・

祝
日
…
午
前
10
時
45
分
・
11
時
45
分
・

午
後
２
時
・
３
時
・
４
時
の
投
影

幼
児
無
料
、
小
中
学
生
50
円
（
土
曜

日
は
無
料
）、
高
校
生
以
上
300
円

◆
星
座
早
見
盤
作
り

星
座
を
探
す
「
星
座
早
見
盤
」
を
作

り
ま
す
。
晴
れ
て
い
れ
ば
本
物
の
星

座
を
さ
が
し
ま
す
。

26
日
㈯
午
後
７
時
30
分
～
、
ど
な
た

で
も
参
加
可
、
50
組
、
材
料
費
10
円

12
日
㈯
か
ら
電
話
受
付

◆
え
ほ
ん
と
わ
ら
べ
う
た

毎
週
水
曜
日
・
午
前
10
時
30
分
か
ら

は
０
～
１
歳
半
、
11
時
10
分
か
ら
は

１
歳
以
上
対
象

◆
子
ど
も
の
本
を
楽
し
む
会

７
日
㈪
、
８
月
４
日
㈪
、
午
前
10
時

30
分
～
正
午
、
作
家
別
に
テ
ー
マ
を

決
め
て
話
し
合
い
ま
す
。

◆
お
は
な
し
の
へ
や

13
日
㈰
午
前
11
時
～
11
時
30
分
と
午

後
２
時
30
分
～
３
時
10
分
。
紙
芝
居

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
。
幼
児

～
対
象

◆
大
人
が
楽
し
む
お
は
な
し
会

16
日
㈬
午
後
２
～
４
時
・
大
人
対
象

◆
だ
く
ち
る
お
は
な
し
会

26
日
㈯
午
後
２
時
15
分
～
３
時
・
絵

本
、
お
は
な
し
、
手
あ
そ
び
な
ど
。

幼
児
～
大
人
対
象

◆
「
こ
ど
も
と
本
の
出
会
い
」
講
座

11
日
㈮
…
０
～
３
歳
、
17
日
㈭
…

３
～
６
歳
の
た
め
の
絵
本
の
選
び

方
、
午
前
10
時
～
11
時
、
講
師
…

末す
え
む
ね
た
つ
ひ
こ

宗
辰
彦
さ
ん
、
大
人
対
象
、
定
員

各
50
人
、
電
話
受
付
中
。

◆
み
な
と
や
ま
プ
レ
ー
パ
ー
ク

毎
週
日
曜
日
と
21
日
・
午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分
。
幼
児
～
大
人
対
象
、

20
日
「
釘
た
て
大
会
」、
27
日
「
ベ
ー

ゴ
マ
大
会
」、い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
。

◆
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
出
張
事
業

単
位
子
ど
も
会
な
ど
を
対
象
に
、
遊

べ
る
工
作
、昔
遊
び
や
わ
ら
べ
う
た
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
『
お
お

ぞ
ら
号
』に
満
載
し
て
出
か
け
ま
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
電
話
受
付

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

　

８
月
３
日
㈰
は
臨
時
休
館

●
開
館
日
は
、
申
請
が
あ
れ
ば
有
料

で
午
後
10
時
ま
で
利
用
可

◆
ダ
ン
ゴ
ム
シ
レ
ー
ス
大
会
２
０
０
８

19
日
㈯
～
８
月
31
日
㈰
の
開
館
時
間

中
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
優

勝
・
上
位
入
賞
に
は
素
敵
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
会
場
：
水
鳥
公
園

◆
自
然
観
察
会

　
「
メ
ダ
カ
を
探
そ
う
！
」

21
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午
・
申
込
不

要
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

集
合
：
水
鳥
公
園

◆
夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

　
「
小
鳥
の
お
家
を
作
ろ
う
！
」

27
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午
・
小
学
生

の
親
子
先
着
10
組
・
要
予
約
・
材
料

費
100
円
・
会
場
：
水
鳥
公
園

◆
夏
休
み
子
ど
も
自
然
講
座
「
世
界
で

ひ
と
つ
の
生
き
物
図
鑑　

を
作
ろ
う
！
」

８
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰
・
午
前
９
時

～
正
午
・
小
学
生
先
着
20
人
・
要
予

約
・
会
場
：
水
鳥
公
園

◆
夏
休
み
お
も
し
ろ
自
然
講
座（
全
４
回
）

①
カ
ブ
ト
ム
シ
の
秘
密
…
20
日
㈰
午

前
10
時
30
分
～
②
…
メ
ダ
カ
の
秘
密

８
月
９
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
、
先

着
50
人
要
予
約
・
会
場
：
水
鳥
公
園

●
行
事
へ
の
ご
参
加
に
は
、
高
校
生

～
70
歳
未
満
の
方
は
入
館
料
300
円
が

必
要
で
す
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

●
今
月
の
休
園
日　

毎
週
火
曜
日

施設の催し

米
子
水
鳥
公
園

有

料

広

告

◆
超ち

ょ
う
て
ん展
〜
米
子
高
専
建
築
学
科
デ
ザ

　

コ
ン
２
０
０
７
三
冠
達
成
〜

全
国
高
専
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
２
０
０
７
in
周
南
で
、
４
部

門
中
の
３
部
門
の
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
建
築
学

科
の
受
賞
作
を
中
心
に
、
デ
ザ
コ
ン

出
場
ま
で
の
軌
跡
と
し
て
学
科
の
活

動
を
展
示
し
ま
す
。

と

き　

８
月
７
日
㈭
～
10
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
35
―
４
１
７
１
）

◆
「
妖
怪
狂
言
」

「
狂
言
」
の
茂
山
家
が
３
年
ぶ
り
に

米
子
に
や
っ
て
き
ま
す
。

人
間
国
宝
茂し

げ
や
ま
せ
ん
さ
く

山
千
作
ら
一
門
が
、
夏

に
ぴ
っ
た
り
の
「
妖
怪
」
を
テ
ー
マ

に
笑
い
の
世
界
を
創
り
出
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
古

典
芸
能
「
狂
言
」
を
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と

き　

８
月
17
日
㈰
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂

入
場
料
…
指
定
席
5,000
円
・
自
由
席
500

円
～
3,500
円
（
入
場
券
は
公
会
堂
、
文

化
ホ
ー
ル
な
ど
で
発
売
中
）

問
い
合
わ
せ

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
35
―
４
１
７
１
）



◆
特
別
展
「
葉よ

う

祥し
ょ
う
め
い明
展
―

も
っ
と
好

き
に
な
る
た
め
に
―

」

▼
会
期　

12
日
㈯
～
８
月
24
日
㈰ 

［
水
曜
日
休
館
］

▼
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６

時
［
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
］

▼
観
覧
料　

一
般
900（
700
）円
、高
校
・

大
学
生
600（
500
）円
、
小
・
中
学
生
300

（
200
）円　

※（ 

）内
は
一
般
前
売
り
、

15
人
以
上
の
団
体
、70
歳
以
上
の
方
、

障
が
い
の
あ
る
方
（
介
護
者
１
人
含

む
）
の
料
金

▼
前
売
券
販
売
場
所　

市
役
所
文
化

課
、
美
術
館
、
新
日
本
海
新
聞
社
、

ロ
ー
ソ
ン
ほ
か

◆
葉
祥
明
＆
西
村
由
紀
江
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト
「
も
っ
と
好
き
に
な
る
た
め
に
」

27
日
㈰
午
後
２
時
～
、
文
化
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

2,500
円
（
当
日
3,000
円
）
※

全
席
指
定

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

美
術
館
、

文
化
ホ
ー
ル
、
日
本
海
新
聞
社

◆
葉
祥
明
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

12
日
㈯
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
・

８
月
17
日
㈰
午
後
２
時
～
、
会
場
：

美
術
館
、
参
加
無
料
（
要
入
館
料
）

◆
葉
祥
明
サ
イ
ン
会 

12
日
㈯
午
後
３
時
30
分
～
・
美
術
館
、

27
日
㈰
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
・
文
化

ホ
ー
ル
、８
月
17
日
㈰
午
後
３
時
～
・

美
術
館

◆
「
夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

米
子
高
専
建
築
学
科
の
松
野
一
成
先

生
を
講
師
に
お
招
き
し
、
紙
工
作
を

伝
授
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
着
30

人
、
要
事
前
申
込
、
参
加
費
実
費
。

26
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
正
午
、
27

日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

▼
場
所　

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

26
日
㈯
…
小
学
１
～
３
年
、

27
日
㈰
…
小
学
４
年
～
中
学
３
年

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

●
今
月
の
休
館
日

　

毎
週
水
曜
日
、
10
日
、
11
日

◆
企
画
展
「
道
具
で
た
ど
る
食
の
歴
史
」

▼
会
期　

２
日
㈬
～
８
月
31
日
㈰

◆
考
古
学
講
座
「
ふ
る
さ
と
米
子
を

掘
る
―
近
年
の
発
掘
調
査
成
果
―
」

６
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時
30
分
、
講

師
：
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団
埋
蔵

文
化
財
調
査
室　

佐さ
え
き伯
純じ

ゅ
ん
や也
さ
ん
、

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
４
階
、
参
加
費

100
円
、
定
員
100
人
（
申
込
不
要
）

◆
体
験
学
習「
勾
玉
・
石
包
丁
づ
く
り
」

二
千
年
前
の
人
々
が
使
っ
た
勾
玉

（
首
飾
り
）や
石
包
丁（
米
の
収
穫
具
）

を
滑
石
を
使
っ
て
作
り
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
（
午
前
の
部
…
10
時
～

正
午
、
午
後
の
部
…
２
時
～
４
時
）、

児
童
対
象
（
小
学
４
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）、
定
員
：
各
回
10
人
、

参
加
費
：
そ
れ
ぞ
れ
300
円
。

※
電
話
（
22
―
７
１
６
１
）
か
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
22
―
７
１
６
０
）
で
山
陰
歴

史
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
民
話
の
へ
や

20
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20

分
、
２
階
「
い
ろ
り
の
間
」、
民
話

４
話
（
粟
島
の
八
百
比
丘
尼
・
小
僧

の
作
戦
・
米
子
の
カ
ッ
パ
・
う
ま
か

た
や
ま
ん
ば
）、
民
具
ひ
と
く
ち
解

説
、
解
説
：
川か

わ
か
み
み
ち
ひ
こ

上
廸
彦
さ
ん

◆
第
６
回　

歴
史
館
コ
ン
サ
ー
ト

石い
し
ぐ
ろ黒
信の

ぶ
ゆ
き行
さ
ん
の
チ
ェ
ロ
演
奏
会

11
日
㈮
午
後
７
時
～
８
時
30
分
、
参

加
費
500
円
、
定
員
65
人

※
前
売
券
を
山
陰
歴
史
館
で
発
売
中

で
す
。
当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
開
館
時
間

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

企
画
展
「
淀
江
写
真
風
土
記
」

昭
和
の
淀
江
の
ま
ち
な
み
を
中
心
と

し
た
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　

12
日
㈯
～
９
月
29
日
㈪

●
開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
６
時

◆
つ
つ
じ
読
書
会

８
月
２
日
㈯
午
後
２
時
・
特
設
文
庫

室
・
天あ
ま
こ児　

慧
さ
と
し

著
（
講
談
社
）「
中
国

の
歴
史（
11
）巨
龍
の
胎
動
」〔
前
半
〕

◆
お
は
な
し
会

☆
毎
週
木
曜
日
と
18
日
㈮
午
前
10
時

40
分
～
11
時
30
分
・
親
子
読
書
コ
ー

ナ
ー
・
紙
芝
居
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
わ
ら
べ
う
た
な
ど

◆
古
文
書
研
究
会

19
日
㈯ 

午
後
１
時
30
分
・
大
会
議

室
・
鷲
見
家
短
冊
を
読
む
『
庭
の

三
十
六
景
』、
講
師
…
中な

か　
　

宏こ
う

さ
ん

◆
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

職
業
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
「
実
体
験

に
基
づ
い
た
自
立
自
営
に
つ
い
て
」

19
日
㈯
午
前
10
時
30
分
～
正
午
・
大

会
議
室

特
許
情
報
相
談
会

22
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４

時
・
特
設
文
庫
室
・
要
事
前
申
込

知
的
財
産
初
級
セ
ミ
ナ
ー
「
発
想
法

セ
ミ
ナ
ー
」

26
日
㈯
午
後
２
～
４
時
・
大
会
議
室

◆
葉
祥
明
記
念
講
演
会

　
「
葉　

祥
明
と
絵
の
世
界
」

12
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時
30
分

▼
７
～
８
月
、
絵
本
作
家
「
葉　

祥

明
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

●
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
金
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
）

●
今
月
の
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
、
31
日

有

料

広

告



新米子の文化財
妻

む

木
き

晩
ば ん

田
だ

遺
い

跡
せ き

　　国指定史跡

　淀江町福
ふく お か

岡から大山町富
とみ お か

岡・妻
む き

木・長
な が た

田にかけて所在する国内最大級の弥生集落遺跡です。平成７（1995）年
から３年にわたる発掘調査で発見されたもので、現在、県で史跡公園整備が進められています。

　遺跡は大山北西麓、標高約 90～120メートルの丘陵上に広がり、面
積は 156ヘクタール（東京ドームの約40倍）に及びます。これまでの
調査はまだ 10分の１余りに過ぎませんが、竪

たて あ な

穴住居跡 433、その他の
建物跡 509、食糧貯蔵穴 106、墳

ふん き ゅ う ぼ

丘墓（有力者の墓）34のほか、環
かん ご う

壕（防
衛のための堀

ほり

）などが確認されています。約２千年前から 300 年間に
わたって営まれており、鉄や石の斧で森を切り開き、リーダーを中心
にいくつかのグループをつくって生活した痕跡をとどめています。妻
木晩田遺跡ほど大規模ではありませんが、稲作社会で一般的には不便

な丘陵上に集落を営む例がこの時期の西日本を中心に見られ、中国の歴史書に記されているわが国の内乱の影
響を受けたものと考えられています。
　年末年始を除いて、午前９時から午後５時まで開園しており、ボランティアガイドによる案内も行なわれて
います。
●所在地…米子市循環バス（どんぐりコロコロバス）「妻木晩田遺跡前」下車すぐ

■問い合わせ　妻木晩田遺跡事務所（☎３７－４０００）

■編集発行／米子市企画部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／有限会社岡本美術印刷

　皆さんは、ヤモリ（ニホンヤモリ）の姿を正しく想い描けますか。多くの方は、

名前がよく似ているヤモリとイモリを混同しているようです。

　ヤモリは全身灰色で、家屋に住んでいる爬虫類です。一方、イモリは背中

が黒くてお腹が赤く、水中で暮らす両生類です。このように、ヤモリとイモ

リは全く違う生き物です。

　身近な生き物として知られるヤモリですが、最近は姿を見かける機会がすっ

かり少なくなったように感じます。住居の構造の変化に伴って、ヤモリが潜

む隙間が少なくなったのでしょうか。それとも、食べ物となる虫が減ったの

でしょうか。

　米子水鳥公園では、ヤモリの姿を時々見かけます。ネイチャーセンターは木造で隙間だらけの建物ですし、虫もいっぱ

いいるので、ヤモリには住み心地が良いのでしょう。

　今日、ヤモリは一般に気味の悪い生き物と思われているようです。確かに、壁をすばやく這い回ったり、カーテンを動

かすと目の前にぽとりと落ちてきたりするので、びっくりさせられることもあります。でも、ヤモリは人を驚かすことがあっ

ても危害を加えることはありません。

　ヤモリは、漢字で「守宮」や「屋守」、「家守」と書きます。昔の人は、家に住み着いて害虫を食べるヤモリをみて、家を守っ

てくれていると感謝していたのでしょう。そのためか、ヤモリが家にいることは縁起が良いこととされています。

　私は、この生き物にヤモリという名前をつけた人の感性をすばらしいと思います。私たちも、もっと身近な生き物に関

心を持って、慈しんだり感謝したりしたいものですね。

水鳥公園指導員　桐
きりはら

原佳
けいすけ

介

米子市の人口と世帯数　平成20年６月 1 日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,450人 ( －48人)　男性 71,482人 ( －19人)　女性 78,968人 ( －29人)　世帯数 61,945世帯 ( ＋27 世帯)

水鳥公園からのたより

ニホンヤモリ
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